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2004 年 3 月 27 ・ 28日の両日にわたって，明治学院大学白金キャンパスで行われた第 9 回研究大会・総会の様子

をまとめてみました。両日とも亀ヶ谷純一氏の総合司会で進行され. 1 日目の27日(土)午後から初堀申二本学会

会長の講演「バレーボールの学会の足跡と展望J からはじまりました。次に，島津大宣・康紀江両氏の司会進行で

オンコート・レクチャー「セッターの系統的コーチングーピギナーからトップ・プレーヤーにわたる育成方法一 J

を世界的なセッターであったヨーコ・ゼッターランド・藤田幸光両氏の爽やかで説得力のある説明と大学女子・高

校男子をモデルにした実技指導が行われ，多くの参加者が納得された様子であった。初日の最後は橋本吉登氏の司

会進行で，ワークショップ「練習前後のボディー・メインテナンスー練習前のテーピングからコア・リセットそし

てコア・ストレングスまで -J をトレーナーで有名な岩崎由純氏が①パワーポジション②コア・リセットの考え方

③ハーフカットを用いたドリル，最後は鮮やかな手さばきのテーピング実習でワークショップを閉じられた。そし

て，初日の締めくくりは会場をパレットゾーン，さんさん広場に移し，多数の参加者での懇親会を行い，おいしい

料理やワイン・ビールを飲みながら賑やかにバレーボール談義を繰り広げながら時間を忘れて交流を深めることが

できた。

2 日目は午前の部にシンポジウム 1 rバレーポールの授業展開を再考するj というテーマで行われた。午後の部

は一般発表 (4 演題)ではじまり，次に総会が聞かれ，最後にシンポジウム II rコーチに要求される資質を再考す

るJ をテーマに熱心に議論されたo ここでは. 2 日目のシンポジウムト II を中心に報告致します。なお，初堀会

長の講演内容については，来年度の本学会10周年記念特集号に掲載する予定です。最後になりましたが，大会組織

委員会委員長の亀ヶ谷純一氏，事務局長の黒川貞生氏の多大な尽力で活気に溢れた研究大会・総会を成功裏に終了

することができたことを報告するとともに両氏のご尽力に感謝とお礼を申し上げます。

くシンポジウム 1>

シンポジウム I は森田昭子・鈴木陽一両氏の司会

によって進められた。以下大会抄録集を参考にし，

質疑応答を含めてシンポジウムの様子をまとめてみ

ましたo

「バレーポールの授業展開を再考するJ

一中学校体育教諭の立場からー

保坂広美(足立第四中学校)

1 .中学校におけるバレーボールの現状

以前に比べてバレーボールに興味を示す生徒が少なくな

り，部活動においても年々チーム数が減少している状態に

ある。小学校ではほとんと'バレーポールを経験したことが

なく，ポール遊びもしてこないため，ポール感が身に付い

ていない事が多い。特に力のない一年生女子は，ゲームに

なりにくい球技でもある。「ポールが痛いJ rラリーが続か

ないJ 等，バレーポールに対する抵抗感も大きい。そのた

め，教材として扱うには，特性をふまえて工夫をして，興

味関心を持たせて行かなければならないのが現状である。

2. 学習指導内容

(1) 初歩的段階

(編集委員長柏森康雄)

ねらい・個人技能を修得し，自己の課題に応じた練習

を工夫する 0

・ルールを工夫し，パスゲームでラリーを続ける。

く練習内容>

①一人でパス練習

・キャッチパス，ワンバウンドパスに正確にボールを

とらえる

-手の位置やタイミングをとらえる

②二人組でのパス練習

・ボールの落下点に入り，正確にパスをする

・足の運びゃ体重の移動を利用する

③ 3 人の練習. 4 人でのチーム練習

-方向を変えてパスする

-味方のボールをカバーする(ワンバウンドでも続け

る)

④パスゲーム

・ 2 回以上で返球する。

・サービスは手で投げて行う

く問題点と工夫〉

ボールに対する抵抗感なくすため，ピーチバレーポール

やソフトバレーポールを用いて行った。ラリーは続くよう



バレーボール研究 筋 6 巻第 1 号 (2004) 55 

になるがポールが柔らかすぎるため，正確に行わなくても の上での攻防が楽しく続けられるように，学年にかかわら

ポールが飛んでいくので，技能が身に付かないこともある。 ず生徒自身に考えさせながら，ポールを選んだり，練習や

(2) 少し進んだ段階 ゲームのしかたを工夫したりする必要がある。

ねらい・個人的(集団的)技能を高め，相手に対応し

た練習ができるようにする

-三段攻撃を取り入れたゲームを楽しむ

く練習内容〉

①スパイク・トス練習

・スパイクの練習(一歩助走でジャンプ)

.打ちやすい高さを考えたトス練習

②レシープの練習

・スパイクレシープの練習

-サービスとサービスレシープの練習

③チーム練習

. 4 人での攻めや守りの練習

④ゲーム練習

-三段攻撃を取り入れたゲーム

く問題点と工夫〉

最初のレシープポールがうまく上がらないとトスにする

ことは難しいD できるだけスパイクまで行わせるためサー

ビスはアンダーハンドのみとして， 2 本目のトスは手で上

げてスパイクを打たせるようにした。

(3) 進んだ段階

ねらい・ポジションの役割を意識した動きができる

-相手によって攻防を工夫してゲームを楽しむ

く練習内容〉

①攻墜のしかたと守り方

・スパイク練習とプロック練習( 4 対 4 の練習)

・スパイク，サープからの攻撃と守備の練習

②チームでの練習 (1 -5 のフォーメーション)

・ポジションの決定とチームの動きの確認

③ 6 人制でのゲーム

.正式ルールに近いルールでゲーム

〈問題点と工夫〉

ラリーの続いたゲームや三段攻撃があるゲームにするた

めにポジションを適性に合わせて悶定しておこなった。ゲ

ームでは 運動量に個人差があるため，練習の中で対応し

ていくようにする。ルールは能力に応じて工夫させる事も

考える。

3. 今後の課題

男子においては 3 年間でほぼ正式なバレーポールに近づ

くことができるが，女子においてはなかなかバレーボール

にはならず，単純にポールが落ちて勝敗が決まるというゲ

ームになりがちである。今後の授業では，ラリーやネット

一高等学校におけるバレーポール授業を再考するー

小林宣彦(都立園芸高等学校)

「はじめにJ

高等学校におけるバレーボールの授業の目的は生徒がバ

レーポールに親しみ，生涯スポーツの一環として将来も取

り組めるような技能や知識を楽しみながら身につけること

であると考えている。

そこで，指導の考え方は授業を「楽しく J í有意義にJ

と考え，最低限オーバーパスとアンダーハンドサービスが

出来ればゲームを楽しめると考えているが，さらに以下の

点を念頭において授業を組み立てている。

①「基本技能の構造理解J :ネット競技の原則・共通点，

体の使い方の共通点などを理解させる。

②「ゲームの構造理解J : 3 対 3 ， 4 対 4 などを通じてゲ

ームの構造を理解する。

③「学習活動の方法理解J :全体を通じて生徒同士が教え

あうようにする。(気づき・調整・交流がベース。選択

制体育を考えて自主性の緬養を 1 年から)

また，留意している点は，①原理・原則を提示し，それ

に沿った動きを生徒にさせる。それによって結果がはっき

り出てくる。また，質疑を多くして生徒側の意識を高める。

②他の種目と重複する基本動作は他の単元で行っておく。

特に女子の場合，スクワット.スローイング.キャッチン

グなどは他の単元で学習させる。③出来るだけ 2-3 人で

組ませて授業を行うこと。グループやペアで課題達成させ

る。うまく行ったグループを抽出すると.我も我もとうま

くなろうとする(仲間・チーム意識の緬養)④ポールとの

接触感覚や押す，打つなどの筋肉や皮膚の感覚を大切にし

自覚させる。また，擬態語や言葉・音声を利用してリズム，

タイミングをはかることを習慣付ける。⑤真剣に練習させ

る。一生懸命の反復の中から，課題を発見出来たり感覚を

理解できるたりする。(何を意識しているか常に問いかけ

る。練習という概念を植え付ける。この部分は現指導要領

の弱点でもある。練習不足が出来ない生徒を生む。したが

って休み時間の練習を勧める。)⑥最低限オーバーパスと

アンダーハンドサービスが出来ることを基本とし，ゲーム

では与えられたポジションでパスを成功させ，チームの一

員として役割を果たす喜びを味合わせる。(自己存在の確

認，チーム意識の緬養。それには良い物は必ず褒める教師

側の習慣が大切。)

次に，時間配当は 1 時間授業で 5-7 時間程度でミニゲ

ームまで行ける。 2 時間授業で 12-14 時間で 6 人でロー

テーションさせ，岡定セッターからランニングセッター



56 第 9 回研究大会 ・ 総会報告

(0 -6 の SR フォーメーション)まで指導出来ると感じて

いる 。 ただ 1 学期間のみ 5-7時間で 6 人で試合までとな

るときつい。 技能 レベルを下げずに ミニゲームで終わらせ

ることも多かった。

ここでは紙聞の都合上，授業の内容として 1 ) 基本技能

のオーバーハンドパスの指導のポイン ト 2 ) 応用技能のミ

ニゲームの指導のポイントを紹介します。

1 ) オーバーハンドパス(アンダーハンドパスも原理は同

じ ) の指導

原理 . テニスのボレーからバレーと い う 言葉がある 。 従

っ て手掌はラケ ッ ト である 。 ボレ一同様ラケット而を振り

回さないでがjIし出す 。 (手首に，力を入れて返す動きをさ

せない。)ただしテニスよりもボールを引 きつける動作が

重要。 引きつけることで押し出せる 。

手掌の形 : 箱を使って 3 /J向に指を仰ばしホールド感覚

を作る 。 (図 1 ) このとき指の付け絞までボールに接触さ

せる (感覚の確認) 。 指の付け板はスパイクでも同様で、力

をボールに伝える部分である。 ここを反対の指でよく押 し

て意識させる。 (図 2) 

ア ) 構え.スクワ ッ ト姿勢でハーフ程度の膝の泌さでボー

ルを待つ(図 3) 

イ ) 構えからキャ ッチワンマン :ボー ルが手から出たとこ

ろから動き出してボールキ ャッチ。 腰を浮かさない

(沈んでから出る。 睡で蹴る 。 )

|豆1 1

1~1 2 

ウ )パスの指導 : 動き出し (タ イミング①) は相手の手か

らボールが出たとこから

引きつけ動作と セッ ト ( タイミング②)

ボールの放物線のやや下に至るところで自然に体全体

が沈み始め，手掌をボールに向かつ てセッ ト させる

(肘を仰ばす) 。 出来るだけ体から速いと こ ろでセット

する 。 (もっ とも力が出る )

押 し出 し動作 ( タ イ ミング③) : 仲ばした肘 は体が沈むと

きの脱力によって屈曲し自然にボールを引 きつけてい

る。 やがて体ごと押し出す。 このとき決して手首を使

わない(手首の動きを意識させない。) 上記タイミン

グ①~③を相手の手からボールが出てきてパスするま

でポールを出している人が í l ， 2 , 3 J と 声でリズ

ムを作ってあげる 。 また，ボールが手掌から 出ていく

タッチを感覚的に理解 ・ 確認させることが大切。 (図

4 ) 前段階として上記の手順でキャッチ→抑し出しと

いう動作を必ず行わせる。

パスは「体幹の上下動J と 「接触面(ラケ ッ ト)で

ある手指と手掌の勤きj によ っ てなされると思う 。 特

にオーバーパスでは指の付け根までボールに触れるこ

と 、 手首を意識 しないこと(テニスのラケ ッ ト面を振

り回さないのと同様)を繰り返し強制したい。 対人パ

スが20回以上続けられるようになると，自然とゲー ム

|耳1 3

。〆ZW②\ 0

1~14 
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ができると感じている。 20回 10往復は本校の同僚から

も同じ意見をいただいた。

2} ミニゲームの指導

コートを半分に割って， 3 対 3 で始める。セッターを決

め固定で行わせる。セッタ一役はプロックもさせる。重要

なことは，一本目は守備，二本目は攻守の切替え，三本目

は攻撃という概念を自然に表現出来るようにすることにあ

る。(コートの大きさは正規コートを 2 等分し.エンドラ

インは約 6 メートル程度とする→テープでマーカーを貼

り，ジャッジは自分たちで)

コートが小さく，強いサープが出来ないので非力な者も

アンダーサープでサープがよく入る白また，レシープが容

易なので，セッターにポールがよく返りトスからスパイク

(フェイント・軟打が多い)の流れが出来てくる。このと

き 3 人一組をチームとし，最初は人のゲームを見させるが

7 点勝ち残りで負け続けるチームは上手なチームから選手

を交代させたり，コート外でサープ→レシープ→スパイク

の一連の練習を行わせる。(負けるといつまでもコート外

なので口惜しいので，練習するようになる。また最初から，

仲良しチームにしないでボールが良く回るようにグルーピ

ングしてしまう。)

図 5 の上側はレシーブの体制

セッタ一役は横向きになって敵

味方の両方を見ておく。レシー

パーはネットから等距離になら

ないように立たせる。慣れたら

クイックを入れる。

。

。

O
一O

図 5 の下側はブロックの体制

プロック 1 名でレシープ 1 名

もう一人はサーブという形。

慣れてきたら，プロックを 2 名

で行わせ，タイミングを合わせ

てとばせる。

3 )ミニゲーム 4 対 4 の指導

。

。

図 5

3 対 3 に慣れたら 4 人目を入れる。(図 6 ) 

。
3 人でサープレシープし，三角

形でポジション取りする(重要)

ことを教える。また，サープレ

シープがうまくセッターに返っ

。

O
一
、

O

…0
0

、
一

o

…
び

O 

0-
一--.0

0 
図 6 凶 7

たら， A クイック，時間差なども教えてしまう。

図 7 のように三角形の底辺をセッター側にしてしまう形

も紹介し A クイック C クイックをサイドの選手が行い，

真ん中の選手が左右のオープンサイドで打つ形も紹介す

る。ただし;採用するかは生徒に任せる。

責ミニゲームの長所・短所:

特にミニゲームでは，最後の攻撃部分で強打しでも入

らず(あるいはプロックされてしまう)ねらって行かな

くてはならない。あるいはコースを考えざるを得ないと

いうことが，フェイントやリバウンドを取るという発想

につながっていくと考えているo ただ，フルコートで行

う際のアタックということを考えると，あまりミニゲー

ムばかりやっても問題がある。ただ， ミニゲーム中にと

にかく様々なことが出てくるが，それは全て「正式試合

と同じ現象J であり，そこを徹底的に指導する必要があ

る。当然，ゲーム中，ゲーム後にチームごとに指導する

のであるが.周囲で見ている者にも話しを聞かせる指導

が大切である。

生徒との質疑の中で f- して良いか」という質問に対

して，良いことは常に「どんどんやりなさいJ と言うと

目の輝きが違ってくる。また，そういった会話の中で

fOO君から，ワンセッターの方法を教えて欲しいとい

う要望が出ました。私が忘れていたので，助かりました。J

というような一言も自主的な活動につながる言葉かけで

あると思う。

「まとめJ
中学一年生からずっとバレーポールに携わってきました

が，これほど人間の味がでる種目はないと思ってきました

し，仲間との交流によって自分自身の成長がありました。

それは指導要領にある， f気づき・調整・交流」の概念で

あり，この考え方こそ，今後の体育授業の基礎を成す概念

であると感じています。特に，人の話を聞く。そこから考

えて話し合いをする。そしてそれに沿って動くということ

を徹底して指導して行く(常に二人一組とか三人一組のグ

ループを作る。上達しないのは二人の工夫が足りないから

とする)。また，従来から言われているが学校行事との関

連を持たせ，放課後や朝練習・昼休みの遊びにミニゲーム

やパス練習を勧めると上達する。前前任校で中庭にある

木々をポストに見立て，ネット代わりに荷作りテープを張

って，そこでミニゲームを行わせた。球技大会前はコート

取りで一杯になった記憶がある。とにかく，限られた時間

ではあるが，やはり，練習してうまくなるというプロセス

を大切にしていきたいと感じる。易しいことばかり勧める

のは生徒に対して失礼であり，そういった人間観は生徒相

互の仲間意識をやがては臨書する原因になると考える。
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一学習指導要領の改訂を踏まえた

バレーポール授業のあり方一

柏森康雄(大阪体育大学)

1. 改訂の趣旨

①ゆとり教育 ②牛ーきる力の育成 ③特色ある教育の 3 点

にまとめることができる。

「生きる力|とは

①自ら学び自ら考え.よりよく問題を解決する能力

②自らを律しつつ，他人と協調し，他人を思いやる心や，

感動する心などの豊かな人間性

③たくましく生きるための健康や体力

11. 保健体育科の改善の要点

従前の学習指導要領の学習内容は，①技能の内容と②態

度の内容の両面だけであったo 新学習指導要領では，この

両内容に新しく①運動の学び方の内容が加えられた。そこ

で，バレーポールの授業ではこの運動の学び方の内容を重

視する必要がある。特に上記の生きるカを育成し，自ら学

び自ら考え，よりよく問題を解決する能力を育成するため

には，課題解決的な学習の推進が求められているo

川.学習指導要領の「球技(バレーポール)J の目穂

1) r技能の内容J ;チームの課題や自己の能力に応じて運

動の技能を高め，作戦を空かした攻防を展開しゲーム

ができるようにすム。

2) r態度の内容J ;チームにおける自己の役割を自覚して，

その責任を果たし，互いに協力して練習やゲームがで

きるようにするとともに，勝敗に対して公正な態度が

とれるようにする。また，練習場などの安全を確かめ，

健康・安全に留意して練習やゲームができるようにす

る。

3) r学ぴ方の内容J ;チームの課題や自己の能力に応じた

課題の解決を目指して，計画的な練習の仕方やゲーム

の仕方を工夫することができるようにする。また，競

技会の企画や運営ができるようにする。

{ルール作りの条件】
決めていくことがら(ルール)

決める時の条件

(だれもが楽しめるように)

IV. 学習指導要領の内容と評価の観点との主な関連

く学習指導要領の内容> く評価の観点>

|(1)技能の内容ト\ 〆・|関心・意欲・態度

I (2) ~Jjt(/)J*J1? ~...-:.拘〆. .~ (2) 態度の内容ト・・・ ..... ....・ 4 思 考 ・ 判 断

|(3) 学び方の内卜〆....- -....・|運動の技能

i運動の特性，審判.ルール等1... ・H・|知 識 ・ 理 解

-破線は関連の深いものをつないでいる

V. バレーポールの学習指導の考え方・進め方

合ゲームが中心的な学習内容である。

ゲームを構成している要素: rルール，技術，戦術，

マナー，施設.用具J

安ゲームが中心的な学習内容であればt rゲームの面白

さ・魅力J が学習内容として位置づけることができる。

そこで， r今もっている能力で楽しめるゲーム教材|

の提示が大切である。

次に，学習指導要領の「掌ぴ方の掌習j と結びつけて考

えると， r今もっている能力に応じて，ルールを考え出し

てゲームを楽しむこと J が重要な学習内容になる。また，

「課題解決的な学習の推進」と結びつけて考えると， rゲー

ムで課題J をみつけ， r練習で課題の解決J を図り t rゲー

ムで実践J し t íゲームの結果を評価J するという学習過

程(活動)が効果的な授業の進め方になる。そのためには，

ただゲームを行わせるだけでなく，常にゲームの記録をつ

けさせ，ゲームを診断・評価させる活動が不可欠である。

VI. ルールの学習について

ルールは技術の高まりに応じて変更されるものであり，

逆にルールを作り変えることで技術が変化することもあ

る。つまり，ルールと技術は相互制約関係にあり，このこ

とはバレーボール(球技)の学習において重要な意味を持

つ。また，公式のルールは時代によって変わるものであり，

チャンピオンスポーツのプレーヤーを前提として作られて

いる。そこで，バレーポールの授業では，こどもたち自身

が，自分達の能力に合ったルールを作り出してゲームを楽

しむことが学習のねらいになるo

コ ト 。 。 。 。 。 。 。 。

。。 ゴール
。

や用具f fはレ 得・占っ 勝思決め 場数出人は 迎ポル 開 時 ファ

大きさ形は
始 聞は 1ウレ

0000 再

位慨は数は大iきさa 形は てしは、 ぴ 開 lま

方は 'コ
の
仕

てしは、 方は

-みんなが活発に動けるように
-誰もが得点チャンスを
-チームどうしが公平に
-勝敗の予想がつかないように
-危険性がないように
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「質疑応答」

Q: キャッチを用いた 3 段攻撃の意識づけはどのように行

うのか?

保坂:スパイクを打ちたい欲求と打つ喜びを生徒は強く持

っている。キャッチを用いたトスを上げて 3 段攻撃

が容易に成立させ，スパイクを打つ楽しさを感じさ

せている。

Q: 授業時に生徒が互いに多様なトスのタイミングを作る

ことができないのではないか?

小林:はじめにデモをして感じをつかませる。その後はや

らせながらポイントを指導していく。また，できる

人が出てくるように進める。そのときにはまず役割

を作りトスができる人はトスを多く行わせる。そし

て，何事にも積極的にチャレンジできる雰囲気作り

を心がける。

柏森:スパイク練習は反対側のコートから投げ入れられた

トスを打つダイレクトスパイクから始めるのもよい

導入方法である D

Q: 今回の発表は女子の授業であったが男子の場合はどう

か?

小林:男子は見て覚えることができる。また，力があるの

で通常のポールを使用することができる。ルールを

自分遠で決めさせて行っている。

保坂:学年を追うごとに楽しみを増していけるようにして

いく。技術の発展については，身体の使い方が重要

で，動き出しがうまくできないと楽しくできな \"0

身体の軸が身体の中心を通るように構え，ボールを

見て動くようにし，できたら誉めてできる喜びを与

える。ゲームでは何が良いのか悪いのかを考えさせ

る o また，チームで話し合いをさせることで人間関

係が構築される。

Q: 中学校でゲーム形式の内容が授業総時間にしめる割合

は?

保坂: 1 年次はポールとのふれあいを中心に 20% 程度。

2 年次 50% 程度。 3 年次 80% 程度。

Q: サーブのとき手のひらを使って打てない

小林:サイドハンドサープも良いが，一点で捉えるのは難

しいため，アンダーハンドサープで確実に手で捕ら

えるようにするとよい。

Q: プロックでなぜ一度手を下げてからジャンプさせてい

るのか?

小林:ネットと自分の距離感を認識させるためと，ジャン

プの基本動作を行わせるため。

Q: 生徒自身が課題を見つけて練習させたりする場合，そ

の方法や工夫した練習を作成することが難しいのでは

ないか?

柏森:学習資料をいかに多く提示できるかが重要である。

特に，生徒は新しい練習をいきなり作り出すのは難

しいので，いくつか提示された中から選択していく
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ことで課題やその練習の観点，視点を身につけてい

く。実際の授業では前もって行いたい場の設定を申

告させ，教師が前もって準備しておくとよい。

小林:始めは教師の一斉指導で行うことから展開してい

く。その後，色々な具体例を提示しながら選択肢の

中から選択させるなどして課題を主体的に見出し解

決する過程を作りださせる。

Q: 学校体育におけるルールをどのように考えるか?

小林:ルールの指導については，始めに基本的なルールは

伝える。その後， 3 vs 3 , 4 vs 4 , 6 vs 6 でセッタ

ーは固定制や女子がプロックしたら2点などにする。

学習に当たっては視聴覚教材を用いる。その内容は，

3 vs 3 , 4 vs 4 などを含めいろいろな形を用意して

おくとよい。

柏森:コート上で突っ立ている人をなくす目的で，ポール

を相手コートに返したらローテーションをしながら

ゲームを進める。また.スパイクを出現させやすく

するにはセッターを固定することが必要。

保坂:役割周定でゲームをさせる。または返球回数を変更

するなど。

〈シンポジウム n>

シンポジウム II は遠藤俊郎・黒川貞生両氏の司

会によって進められた。以下大会抄録集を参考にし

て，質疑応答を含めてまとめてみました。

「コーチに要求される資質を再考するJ

一中学校・高等学校バレーボール部チームの

コーチの立場からー

消水 直樹(文京学院大学女子高等学校・

中学校バレーボール部総監督)

筆者は中学生・高校生女子の指導に携わって16年になり

ます。中学生を9年間，高校生を 4 年間指導し，現在は中

学・高校の総監督として 3 年目になります。今回のテーマ

である「指導者の資質j について語るには，まだまだ，経

験も研究も不足していますが，これまでの自分の実践経験

から， í中学・高校における指導者の資質として必要なもの

は何か」ということをまとめてみました。

1. 1 技術指導力|
O指導者本人の技術力

0技術・トレーニングに関する理論

O技術習得・トレーニングの方法

O技術修正の方法

2.1 チーム指導力|
0ポジション・フォーメーション・戦術の決定

0自チーム・相手チームの分析(動き方・データ等)
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0ベンチワーク(試合中の戦術の指示・修正)

3. I メンタル指導力|

0チーム・個人の目標

。チーム・個人の目的

-人格の形成

・礼儀・マナー等のスポーツマンシップの習得

「なぜ自分はバレーボールに打ち込むのかJ

「バレーポールに打ち込んだ結果，自分はどの

ような人間になっていくのかJ

4. Iマネジメント力|

0学校や教職員の理解と協力

O保護者の理解と協力

0学業との両立

O他校との交流

0有望選手のスカウト

0故障への対応→病院・接骨院・トレーナーとの連携

単に， r選手に技術を指導する J ということではなく，

f中学・高校のチームの顧問として，良い指導を行い，結

果を出すJ という観点から，指導力というものを大きく 4

つに分類してみました。 1 の技術指導力と 2 のチーム指導

力に関しては，指導者として不可欠の要素であり，この力

がなければ，良い指導はできないと考えます。目標として

いるチームや指導者を研究したり，新旧問わずに多くの文

献や映像を研究したりしながら，指導者としてこの力を伸

ばそうと努力されている方々は多いかと思います。ただし，

中高の現場では，どうしても個々の技術指導で手一杯にな

り，チーム指導に深く踏み込むための研究をする時間・方

法等の環境をうまく作り出せない場合が多いようです。 3

のメンタル指導に関しては，その必要性を大きく感じてい

ます。チームや個人の「目標J を設定してがんばらせるこ

とは簡単ですが， r 目標J のみで活動すると，そこへの到

達が困難な時や到達し得なかった時に，その挫折感から立

ち直れず，次への目標に向かっていかないことがあります。

「なぜ，バレーボールに打ち込むのか，その結果として自

分はどのような人間になっていくのかj という目的を必ず

具体的に示す必要があると考えています。 4 のマネジメン

ト力，つまり，チームを経営していく力とチームを取り巻

く環境を整備していく力は，チームを強化していくのであ

れば，絶対に必要な力であり，その能力を高めていくため

に研究し努力していくことは，指導者の重要な要素だと考

えます。

|指導者に必要とされる資質|

①「技術J rチーム J r メンタルJ の指導力

②「マネジメント力J

|①+②+α| 

〈 α 〉→『情熱J r恐怖J r尊敬J r憧れJ r教育J r勝負 j

等，指導者のキャラクターを構築していく要素

|文京学院中高バレーボール部の指導者の共通指導目的|

①管理→『他者管理から自己管理へj

②区別→『差別はしないが区別は必要j

③納得→『満足ではなく納得J r納得の 6 年間j

『文京学院での 6 年間をバレーポールに打ち込むことに

より，自己管理のできる人間となること。社会には区別

が存在することを認識し，自分が所属する集団・組織に

おいての自分の能力・役割を自覚し，目標とする役割が

与えられるように，必要な能力を高める努力を続けなが

ら，自分のその時々の役割を責任持って果たせる人間に

なること。満足は，コート上での活躍や勝利からしか得

ることは難しいが，管理と区別を身につけることができ

れば，自分の 6 年間に納得することができる。その力は，

必ず次のステップ(大学・社会)での揺るぎない基礎と

なる。j

一実業団バレーボールチームのコーチの立場からー

松永 敏(上尾中央総合病院バレーボール部監督)

本学会より題記のテーマを頂いた時，日本と海外におけ

る指導経験者の見地から，日本のコーチに求められる資質

を考えてほしいとの依頼だと理解してお話したいと思います。

今回は，監督・コーチを含めた広い意味での指導者をコ

ーチと総称してお話したいと思いますが，コーチは優秀な

選手の発掘育成に成功することもあればその素質をつぶし

てしまうこともある様に，選手達の将来を左右する重要な

役割を担っています。従って，コーチのレベルアップはバ

レーポール発展の鍵を握っていると言っても過言ではあり

ません。

さて， r資質J とは先天的に備わった能力のことを言い

ますが，指導者が生来コーチとして全ての能力を備えてい

る訳ではありません。ここでは資質を先天的なもののみと

考えず，バレーポールのコーチを行なう上で備わっている

べき能力として考えたいと思います。

尚，資質と言っても多岐に渡り詳細まで揚げれば限りが

ありませんので，重要だと思われる資質について触れたい

と思います。

1 .基本的資質

1) 情熱:理屈抜きのバレーボールに対する情熱，これが

コーチング全てのエネルギーです。情熱から向上心と

成功への欲求が生まれ創意・工夫につながります。コ

ーチの情熱は選手にも伝わることは言うまでもなく，

情熱の無いコーチに教わる選手遥は不幸と言えます。

2) ビジョンの構築:チーム事情に適切なビジョンを持ち

これを遂行して行くことは，チーム運営で最も大切な

事です。コーチは常に時間との闘いでもあり，長期お

よび短期のビジョンに添って一貫した指導が成される

べきです。

3) 理論の実践:例え多くの知識を持っていても，実際に

指導に生かされなければ意味を成しません。コーチは
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理論と実践を結びつけ， TPO に合った指導をすること

が大切です。

4) 説得力・統率力:理論や考えを選手や関係者に浸透させ

る説得力，各々のベクトルを合わせチームとしてまとめ

ていく統率力が必要で，選手の悩みを解決に導き，バレ

ーポールを通じて人間教育も行わなければなりません。

5) 情報収集力:情報を得る事は大切な要素です。但し，

現在の情報には価値の有るもの無いものが混在してい

るので，これを取捨選択する能力が必要です。因みに，

私の知る金メダル監督の皆さんは，情報を漏らさず受

け入れ岨鴫する能力が抜群の人達です。コーチは何か

らでも学び取る姿勢と努力が大切です。

2. 今後日本のコーチに要求される資質

1) 情報の発信源をつかむ;研究部門と実践部門がタイア

ップしてはじめて良いコーチングができるはずです

が，バレーボールに関する文献は多数出ているとは言

え，現場コーチの指導に必ずしも有効に活用されてい

るとは言えません。また，今や情報の発信源は日本だ

けではなく全世界に広がっています。世界のバレーポ

ールは日進月歩ですから，常に情報の発信源をつかん

でいなければなりません。

2) 語学力;他国のコーチと比較して，日本人コーチは語

学力で明らかに劣ります。そのために，現在の日本に

は不確かな情報が散乱しそれに惑わされていると言っ

ても良いでしょう。今後海外の理論を深く理解したり

現地で学ぶ事が重要になるのは必至です。

3) シェアーリング;端的に言えば，ライバルコーチどう

しの情報交換です。海外のコーチから，日本のコーチ

はシェアーリング (sharing) が無いから進歩しないと

言われます。小・中・高校・大学・実業団のグループ

としての縦の結びつきはありますが，同じ年代を指導

する横のつながりが少ない事です。広い視野に立つて

のシェアリングが必要です。

4) バランス感覚;理論と実践のバランス，心・技・体の

バランス，攻・守のバランス，練習割り当てのバラン

ス，相手チームとのバランス等々，バランス感覚が必

要です。例えば，日本人コーチは枝葉の部分つまり細

かなテクニックの指導は世界でもトップクラスです

が，枝葉の部分に気を取られ過ぎて肝腎な幹の部分を

忘れてしまい，偏った指導プログラムになる傾向があ

ります。

終わりに

「名選手必ずしも名監督にあらずj と言います。それは

プレーヤーとして覚えた知識は指導者として必要な知識の

ほんの一部だということです。現に，プレーヤーとしては

一流でなかった人やバレーポール未経験者で立派なコーチ

が数多くいることがそれを示しています。バレーポールは

世界が相手です。世界に取り残されないためにはコーチが

研績を積みレベルアップをすることが最も大切であること

は言うまでもありません。
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また，少年少女のバレーボール人口が減少していること

が取り沙汰されていますが，原因は少子化の問題だけでし

ょうか。日本のバレーボールがハードトレーニングという

悲壮感のイメージから出発し，我々コーチが無頓着にそれ

を続けてきたことにも原因があると考えられます。目先の

実績が優先するのでは無く， 20-30年後に現在の少年少女

が親になった時，子供達にバレーポールをすすめる時代を

作り上げることが，コーチの成功と言えるのではないでし

ょうか。

ートップレベル・バレーポールチームの
コーチの立場からー

藤田幸光 (MSA プランニング)

現在は，それぞれの競技種目とそしてスポーツ全体の価

値を向上させていこうとする意識がコーチなりリーダーに

求められるのではないかと思います。

日常では意識する機会は少ないかも知れませんが，欧米，

つまりアメリカや EU 諸国と比べた場合，日本におけるス

ポーツの社会的位置付けは決して高いものではありませ

んo それはバレーポールを含めて，日本で活躍されている

様々な種目のトップと言われる選手たちの状況を比べてい

けば見え易いのですが，例えば日本の代表的なプロスポー

ツである野球においても，選手の法律的な位置付けなどは

今でも嘘昧なままになっています。ドラフトやフリー・エ

ージェント制をはじめとした選手契約に関する面や，最近

ょうやく動き出した代理人交渉の話なども含めて，やはり

大きく遅れているというのが正直なところです。サッカー

の J リーグでは，こうした面は立ち上がりから比較的進ん

だ取り組みが見られますが，その他の大多数のスポーツは

残念ながらそうではありません。

これは「文化」としてのスポーツの認識が薄いからに他

なりません。スポーツを単なる学校での体育教育の延長と

してしか捉えられていない方は，今でもたくさんいらっし

ゃいます。しかし， rコーチ・リーダーはそうではないん

だJ その競技，そして「スポーツにはもっと大きな価値が

認められるべきである J ということを選手たちにも示し続

けていくことが重要なのではないかと思います。

選手と関係していく上で重要なのはやはりコミュニケー

ションです。ここでは二つの項目について述べますが，一

つ目はスポーツマンシップに関するもので，もう一つは，

競技情報に関するコミュニケーションです。今は誰でも，

競技に関するものに限らず広い範囲からの情報を手に入れ

ることが出来ますし，内容によっては選手の方が先に情報

を持っていることもあります。コーチなりリーダーは，そ

ういった身近なところからと同時に，世界にも目を向け，

広くアンテナを張り巡らせて情報のキャッチ・共有化，或

いは選別に努めることが不可欠でしょう。特に目新しい話

でもありませんが，やはり今後はこういった面で一層コー
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チ，リーダーもマメになっていけるかどうかが重要である

と言えます。

次にもう 一つのスポーツマンシップに附するコミュニケ

ーションとは，基本的な i!感謝する・噂敬するJ という意

識を常に持たせるべく，継続的に言葉や態度で示 していく

ことです。 これには，選手たちが取り総んでいるスポーツ

が一体どういうものなのかをきちんと伝えていき，その上

で， 何を 目標としてその競技に取り組んでいって欲 しいの

か.繰り返し示していくことも含まれると思います。 当然、

これこれの大会でどこそこに勝って何位，という目標もあ

るで し ょうが，勝つこと以外の目標も示してあげて欲しい。

勝つことだけが目標だっ たら， じゃあ負けたらそこに価値

はないのか。 述いますね。 スポーツに取り組む姿勢という

ものは，勝った時，そして負けた時の態度に訟もよく表れ

ます。 そういう時の態度こそが重要であり，そういう場ー而

のためにも ， J:(.ffl:に練習なり試合，そ して日常の生活に取

り組む必要があるのだよ，といった心がけを身に付けても

らう ことは，スポーツの価値を高める為に，全ての段階に

おいて重要であり，コーチ ・リーダーが意殺しておくべき

ことだと思います。

いずれのコミュニケーションにしても，現代の特に若い

世代の人々に対しては，技術的な指導を含めて，納得ので

きる説明が必要となっています。 今の若い子は，理由を示

して納得させないと，身に付かないどころかもう動きもし

ませんね。 高校生の指導者などにお話を伺っても，年々受

け答えの反応ができなくなっているようです。 コーチ ・ リ

ーダーはこ こまでに述べたような質の高い内容を選手との

距離をiHlJ りながら解りやすく，かつ繰り返 し示していくこ

とが，益々要求されてくるで し ょう 。

今後，選手そしてバレーボール競技，並びに日本のスポ

ーツ界をも成長に導ける優秀なコーチ・リーダーが多数活

脱されることを祈り，筆者自身もその-Jl)) となれるべく ­

mの精進を来たしたいと思います。

「質疑応答」

る 。 t日jえばロシアなどはオリンピックでメダルをJ&れなか

った場合はその監特はジュニア 世代に民り.持ち仁がりで

I'H広1，~代を上げてくることになっている 。 また， ，こ， 4>=の場

介はジュニアの抗i別立可能性を引き 11\ し . それを fillばすこ

とを'1'心にし，各{，~代で縦の関係を十時築して育ーてていく環

境を作る必袋がある。

Q: バレー人"の減少について，学校でのスポーツの価{I白ttJ1を~

めどのように考えるか?

m水:自分の学校においては減少の;If!必はないが小学生児 了ーチー

ムは激減している。 また.校内でのスポーツの仙i他似とい

う点は， 学校としては令同僚勝したところで経営的な怠味

では得することはあまりない。 しかし.見 Il\している (11!i (11(

縦はゐ:校生への拶仰で ， f日jえばバレー罰11の 'Uitを通しての

指ì[1.効月比や . 試合会場での校歌斉 I'/Jを絞験することでの愛

校心やイ.j，:!~作りである。

Q: 海外での指ì!'f.において~:t'I:労した点は?

t公7Ì<:欧米では~手がコーチを選ぶがアジアではコーチが選手を

i並ぶ。 そのため.欧米では理論や知織を勉強i しなくてはな

らないがアジアの選 手は変動的である。 Jf労した点は，イ

ンドネシアで折;[1.した際にイスラム教の断食のHれYIに i注予

のほとんどが食事をしなかったため，食 'J ~を絞らせること

に J4:労した。 このように，発展途上ド!などでは教Tfレベル

が抑えられ， 宗教がtl・会を作っていることがあるためその

いlの文化を 1:.t く知ることが大切c

Q: rj '心選手の役初とは . 指導法は， ~\J: ，Î絞についてどのよう に.J5・

えているか?

治水:キヘ・プテンは挨拶のり・令をかける .WI.立でそれ以上は~;R し

ていない。 しかしエースへは安ボが多u 、 。 キャプテンとエ

ースの役~II討を分1L!している。

訟IÌ< :コーチのイメ ー ジと i握手HlJのイメージは見なることがある

ため.巡 T'の HlJでキャプテンを決めさせる。

藤田: ~下のJな凡で判断する。 また，キャプテンとは常にコミュ

ニケートして状I兄を J凶b! し. JJ:I>i1 を. (I;えるようにしている。

Q: F1 4>=人は !Ji: I~rtが-;~f .:r. とされているが骨V:JUIIIIIで判f与するにはど

のようにすれば良いか?

必永:ネイチャーと友述になり 一人で外1 ~I人と会う 。 また.ネイ

チャーの中でとiミi汚すると IJfl くことのできる 1fができて くる

が.これが大切である。

Q: 指i呼"'.，まMを勉強iするべきか?

ift水: 'tt俗世1I肢が確立されれば勉強する原境ができると 45・える 。

~7Ì< : 勉強は !'I分次第と与える。

Q: 若年肘の t;:{-選手はジャンプサーブやオーバーハンドサーブ 藤田:常にアンテナを鋭って.興味を持っ た・JHjljには"i~.に){を述

を打つべきか? ぶという行動力が必裂である。
松永: iI*;o~のジュニア選手はジャンプサーブを打たない。 年齢では

なく筋)Jのj伝ね合いで与えるべきではないか。

総 ru: 小学生では勧めたくない。 やはり筋力との，lItね合いと与え

る 。 l毛〈プレーさせていくためにも無用をして欽怖をさせ

ないことも必要である。

Q 位近はバレー古11のない '1'学校があるが，組数の学校でチーム

を作るのと.欧州のクラブ形態のどちらをとるのが良いと与ー

えるか?

it~水現状では学校の統縫合も進んでいるため.クラブ形態でも

いいのではないか。 しかし.現行のルールではクラブだと

通常の大会に参加lできないのがネックである。

Q: 現在 H ノド協会が行っている )，;: "、 111:代への泊l化指定はうまく成

来がJ'.がっているのか?その Fが成長していくまでの環境を

繋備した方が良いと考えるがどうか?

必悶:環境務i給という而でひとつは政行という立場の与え )jであ


